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教
区
青
年

会
は
、
６
月
25

日
（
日
）
、
親

里
に
お
い
て

「
岩
手
っ
子
だ

ヨ
！

全

員

集

合
」
を
開
催

し
、
親
里
や
近

隣
在
住
の
岩

手
に
繋
が
る

若
者
ら
21
人

が
参
加
し
た
。

　

午
前
10
時

半
、

南

礼

拝

場
前
に
集
合
し
、
は
じ
め
に
高
橋
邦
之
主
事
の

挨
拶
が
あ
り
、
続
い
て
全
員
が
自
己
紹
介
し
た

後
、
記
念
撮
影
。
そ
の
後
、
記
念
建
物
を
見
学

し
、
毎
週
日
曜
に
勤
め
ら
れ
て
い
る
お
願
い
づ

と
め
を
つ
と
め
、
天
理
市
内
で
昼
食
を
と
っ
た
。

　

午
後
２
時
か
ら
は
、
岩
手
教
区
「
全
教
会
お

ぢ
ば
が
え
り
」
の
廻
廊
拭
き
ひ
の
き
し
ん
に
有

志
数
人
が
合
流
し
た
。

１
日　

主
事
会
（
９
時
）

 

〃 

　

役
員
会
（
10
時
）　

11
日　

夏
の
勉
強
会
（
９
時
〜
12
日
）

12
日 

 

学
生
担
当
委
員
会
例
会 

　

（
19
時
30
分
）

19
日　

青
年
会
例
会
（
19
時
）

29
日　

福
祉
セ
ミ
ナ
ー
（
10
時
）

 

〃 

　

少
年
会
例
会
（
12
時
）

31
日　

婦
人
会
例
会
（
10
時
）

【
８
月
分
】

行 

事 

予 

定

門 

間 

道 
明

道
の
教
職
員
の
集
い
代
表
世
話
人

　
　
　
　
　

夏
の
勉
強
会
に
思
う

　

岩
手
教
区
道
の
教
職
員
の
集
い
は
、
昭
和
51
年
４
月
設
立
準

備
委
員
会
を
経
て
、
同
年
７
月
４
日
の
組
織
結
成
か
ら
始
ま
り

ま
す
。
今
回
の
第
44
回
「
夏
の
勉
強
会
」
は
、
昭
和
55
年
８
月

10
日
か
ら
12
日
に
か
け
て
、
「
成
人
塾
」
と
の
名
称
で
行
事
が

始
ま
り
ま
し
た
。
当
時
の
印
刷
物
は
、
鉄
筆
に
よ
る
ガ
リ
版
あ

る
い
は
ホ
ワ
イ
ト
原
紙
に
よ
る
輪
転
機
印
刷
で
し
た
。
コ
ピ
ー

機
は
ま
だ
高
額
で
な
か
な
か
購
入
出
来
な
い
時
代
で
、
ま
し
て

や
携
帯
電
話
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
は
普
及
し
て
い
ま
せ
ん
で

し
た
。

　

今
年
は
昭
和
98
年
に
あ
た
る
年
で
す
。
平
成
21
年
の
第
30
回

よ
り
、
「
成
人
塾
」
か
ら
「
夏
の
勉
強
会
」
へ
と
名
称
を
変
え

行
事
が
進
め
ら
れ
て
き
ま
し
た
。
「
夏
の
勉
強
会
」
は
今
回
で

第
44
回
に
な
り
ま
す
が
、
時
代
も
子
供
達
の
環
境
も
、
こ
の
43

年
の
間
に
大
き
く
変
化
し
て
い
ま
す
。

　

道
の
教
職
員
の
集
い
は
、
道
の
後
継
者
育
成
と
共
に
、
親
神

様
が
望
ま
れ
る
陽
気
ぐ
ら
し
世
界
実
現
を
目
指
し
て
働
き
、
ま

た
、
教
育
に
携
わ
っ
て
き
た
道
の
信
仰
者
の
会
で
あ
り
、
こ
れ

ま
で
「
夏
の
勉
強
会
」
を
会
の
最
重
要
行
事
と
し
て
取
り
組
ん

で
き
ま
し
た
。

　

昔
「
読
み
書
き
そ
ろ
ば
ん
」
と
い
わ
れ
、
教
科
書
中
心
に
勉

学
し
て
い
ま
し
た
。
時
代
の
流
れ
に
よ
り
携
帯
電
話
、
ス
マ
ー

.
教
区
学
生
担
当
委

員
会
は
、
７
月
１
日

（
土
）
、
中
山
祥
吉
本

部
学
生
担
当
委
員
会

副
委
員
長
（
あ
き
よ

志
分
教
会
長
）
を
講

師
に
、
「
学
生
層
育
成
者
講
習
会
」
を
開
催
し
、

19
人
が
参
加
し
た
。

　

中
山
講
師
は
、
若
年
層
に
接
す
る
上
で
ま
ず

大
切
な
３
つ
ポ
イ
ン
ト
と
し
て
「
信
仰
の
喜
び

を
伝
え
る
こ
と
」
、
「
お
た
す
け
に
巻
き
込
む
こ

と
」
、「
第
三
者
の
声
を
伝
え
る
」
を
あ
げ
、「
様
々

な
悩
み
や
経
験
を
通
し
て
成
長
し
て
い
く
若
者

に
自
ら
の
信
仰
の
喜
び
を
伝
え
、
身
上
や
事
情

の
お
た
す
け
の
際
一
緒
に
お
願
い
を
し
て
貰
い
、

そ
し
て
、
親
や
周
り
の
人
た
ち
が
ど
の
よ
う
に

道
を
通
っ
て
い
る
か
を
学
生
に
伝
え
て
頂
き
た

い
」
と
話
さ
れ
、
ま
た
前
真
柱
様
か
ら
「
丹
精

と
は
、
導
く
や
育
て
る
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、

相
手
の
ペ
ー
ス
に
合
わ
せ
て
共
に
歩
む
こ
と
で

あ
る
」
と
教
え
て
頂
い
た
こ
と
に
も
ふ
れ
ら
れ
た
。

　

そ
の
後
、
講
師
と
担
当
者
と
の
懇
談
会
が
あ

り
、
忌き

た

ん憚
の
な
い
意
見
交
換
が
交
わ
さ
れ
た
。

「
陽
気
ぐ
ら
し
講
座
」
開
催
報
告
（
７
月
分
）

奥
州 

９
日(

日)

金
ケ
崎
町
中
央
生
涯
教
育
セ
ン
タ
ー 

　
　
　
　
　
　

32
人
〔
講
師 

白
熊
繁
一
先
生
〕

奥
州 

９
日(

日)

岩
栄
原
分
教
会 

29
人
〔
講
師 

白
熊
繁
一
先
生
〕

青

年

会

　

「
岩
手
っ
子
だ
ヨ
！
全
員
集
合
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

開
催
報
告

　
　

「
学
生
層
育
成
者
講
習
会
」
報
告

学
生
担
当
委
員
会

中山祥吉 講師

ト
フ
ォ
ン
、
Ａ
Ｉ
が
出
現
し
、
今
の
子
供
達
は
、
こ
れ
か
ら
の

時
代
を
生
き
て
い
く
上
で
不
可
欠
な
力
を
適
切
な
形
で
養
え
る

よ
う
、
生
成
Ａ
Ｉ
や
、
全
て
の
教
科
書
に
、
デ
ジ
タ
ル
教
材
へ

つ
な
が
る
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
が
載
る
事
に
な
り
つ
つ
あ
る
教
材
を
使

用
す
る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
高
度
な
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン

グ
学
習
の
出
現
も
あ
り
ま
す
。
今
、
教
育
の
一
つ
の
転
換
期
に

あ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　

今
後
、
視
力
、
姿
勢
の
問
題
な
ど
様
々
な
心
配
な
事
が
あ
り
ま

す
が
、
従
来
の
「
夏
の
勉
強
会
」
で
は
、
期
間
中
は
携
帯
電
話
、

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
預
っ
て
使
用
さ
せ
ま
せ
ん
で
し
た
。
今
年

か
ら
は
そ
の
よ
う
な
事
は
せ
ず
、
今
ま
で
以
上
に
他
人
の
気
持

ち
を
考
え
る
事
に
重
き
を
置
き
、
人
情
の
機
微
を
知
る
事
の
大

切
さ
を
知
っ
て
も
ら
い
、
気
持
ち
よ
く
共
同
生
活
を
お
く
る
た

め
に
も
お
互
い
の
こ
と
を
よ
く
知
っ
て
、
他
人
の
気
持
ち
を
考

え
な
が
ら
ふ
る
ま
う
と
い
う
こ
と
が
極
め
て
大
切
で
あ
る
こ
と

と
、
そ
の
理
解
や
交
流
に
努
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

一
人
で
も
多
く
の
小
学
生
、
中
学
生
の
参
加
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。
詳
細
に
つ
い
て
は
、
チ
ラ
シ
を
参
照
し
て
下
さ
い
。

　

追
伸　

私
達
の
年
代
は
し
ら
け
世
代
と
い
わ
れ
、
今
の
子
供

達
は
α
（
ア
ル
フ
ァ
）
世
代
と
い
わ
れ
て
い
る
そ
う
で
す
。
世
代

を
越
え
て
、
一
手
一
つ
に
共
に
歩
ま
せ
て
頂
き
た
い
も
の
で
す
。

第
44
回
「
夏
の
勉
強
会
」

　

日
時　

８
月
11
日
（
金
）
～
12
日
（
土
）

　

対
象　

小
学
生
、
中
学
生

教
区
福
祉
セ
ミ
ナ
ー

　

日
時　

８
月
29
日
（
火
）
午
前
10
時

　

内
容　

里
親
研
修
会
、
認
知
症
サ
ポ
ー

　
　
　
　

タ
ー
養
成
講
座
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庁
か
ら
、
沿
岸
ル
ー
ト
の
バ
ス
は
洋
野
町
中
野

か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
予
定
時
刻
に
出
発
。
各
乗
車

地
で
参
加
者
を
乗
せ
た
大
型
バ
ス
は
、
一
路
お

ぢ
ば
を
目
指
し
て
走
り
、
翌
朝
６
時
45
分
、
第

38
母
屋
に
無
事
到
着
し
た
。

　

25
日
は
、
午
前
11
時
30
分
か
ら
の
本
部
お
願

い
づ
と
め
を
参
拝
し
た
後
、
午
後
２
時
か
ら
東

廻
廊
に
お
い
て
、
廻
廊
拭
き
ひ
の
き
し
ん
を
実

施
。
55
人
の
参
加
者
は
、
よ
ろ
づ
よ
八
首
を
奉

唱
し
な
が
ら
、
ぢ
ば
へ
の
伏
せ
込
み
に
心
地
よ

い
汗
を
流
し
た
。
な
か
に
は
教
区
青
年
会
主
催

の
「
岩
手
っ
子
だ
ヨ
！
全
員
集
合
」
終
了
後
に

駆
け
つ
け
た
若
者
の
姿
も
あ
っ
た
。

　

同
日
夜
に
は
、
第
38
母
屋
食
堂
に
お
い
て
、

現
地
参
加
者
も
合
流
し
て
懇
親
会
が
開
か
れ

た
。
鈴
木
眞
彦
教
区
長
挨
拶
の
あ
と
、
加
藤
前

　

27
日
早
朝
、
お
ぢ
ば
を
出
発
し
た
バ
ス
は
、

仙
台
か
ら
東
北
道
と
三
陸
道
の
二
手
に
分
か
れ

各
降
車
地
を
経
由
し
、
盛
岡
市
の
教
務
支
庁
、

洋
野
町
中
野
に
そ
れ
ぞ
れ
到
着
し
、
団
参
は
無

事
終
了
と
な
っ
た
。

　

権
谷
正
一
教
区
布
教
部
長
は
、
「
今
回
の
団

参
に
よ
っ
て
帰
参
出
来
た
方
が
大
勢
お
ら
れ
た

こ
と
、
ま
た
、
送
り
出
し
て
下
さ
っ
た
方
や
声

掛
け
に
励
ん
で
下
さ
っ
た
方
の
ご
尽
力
を
思
う

と
、
こ
の
企
画
自
体
が
年
祭
活
動
と
な
っ
た
と

確
信
し
た
。
今
回
得
た
勇
み
や
喜
び
を
、
更
に

今
後
の
活
動
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
」
と
、
成

功
裏
に
終
わ
っ
た
「
全
教
会
お
ぢ
ば
が
え
り
」

を
総
括
し
た
。

教
区
長
に
よ
る
乾
杯
の
発
声
が
あ
り
、
お
ぢ
ば

に
集
う
喜
び
を
感
じ
な
が
ら
歓
談
に
入
っ
た
。

東
日
本
大
震
災
の
折
、
被
災
地
で
の
慰
問
演
奏

に
来
て
下
さ
っ
た
「
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
ト
ゥ
モ

ロ
ー
」
の
奏
者
有
志
が
、
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
と

し
て
弦
楽
合
奏
を
披
露
し
て
下
さ
っ
た
。
心
地

よ
い
贅
沢
な
時
間
に
感
激
し
た
参
加
者
は
、
心

か
ら
の
拍
手
を
送
っ
た
。
弦
楽
合
奏
の
余
韻
に

浸
り
つ
つ
、
同
じ
地
域
に
住
ま
う
教
友
の
語
ら

い
に
花
が
咲
き
、
楽
し
い
親
睦
の
ひ
と
と
き
を

過
ご
し
た
。

　

翌
26
日
、
６
月
の
本
部
月
次
祭
祭
典
後
、
岩

手
に
繋
が
る
帰
参
者
が
東
礼
拝
場
に
集
結
。
鈴

木
教
区
長
を
芯
に
、
一
同
心
を
一
つ
に
揃
え
て
、

三
年
千
日
を
共
々
に
勇
ん
で
歩
む
決
意
を
胸

に
、
お
つ
と
め
を
つ
と
め
さ
せ
て
頂
い
た
。

　

午
後
６
時
か
ら
は
、
第
38
母
屋
２
階
広
間
に

お
い
て
、
深
谷
善
太
郎
本
部
員
（
河
原
町
大
教

会
長
）
を
講
師
に
記
念
講
演
が
開
催
さ
れ
た
。

深
谷
先
生
は
、
ユ
ー
モ
ア
溢
れ
る
語
り
口
と
豊

富
な
お
た
す
け
経
験
を
も
と
に
お
話
し
下
さ
れ
、

「
人
間
、
思
い
込
み
は
日
常
茶
飯
事
。
気
付
い
て

い
な
い
御
守
護
が
ま
だ
ま
だ
あ
る
。
年
祭
活
動

は
ま
ず
親
神
様
の
御
守
護
を
敏
感
に
感
じ
、
お

た
す
け
の
機
会
を
逃
さ
な
い
よ
う
心
掛
け
よ
う
」

「
年
祭
活
動
は
種
ま
き
の
旬
で
あ
る
。
教
祖
に
お

喜
び
頂
け
る
よ
う
な
喜
び
の
種
を
し
っ
か
り
蒔

い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
決
心
を
実
現
出
来
る
よ
う

に
歩
ん
で
頂
き
た
い
」
と
三
年
千
日
の
通
り
方

を
示
さ
れ
た
。

　

岩
手
教
区
は
、
6
月
24
日
か
ら
27
日
に
か
け

て
、
「
全
教
会
お
ぢ
ば
が
え
り
」
を
実
施
、
現

地
参
加
者
を
含
む
125
人
が
参
加
し
た
。

　

教
区
主
事
会
で
は
、
教
祖
140
年
祭
三
年
千
日

を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
こ
れ
ま
で
コ
ロ
ナ
禍
等

の
影
響
に
よ
り
、
お
ぢ
ば
が
え
り
が
困
難
な
状

況
に
あ
っ
た
教
会
長
や
よ
う
ぼ
く
、
信
者
が
共

に
お
ぢ
ば
に
帰
り
、
喜
び
勇
ん
で
頂
く
こ
と
で
、

教
区
内
の
全
教
会
が
心
を
揃
え
て
一
手
一
つ
に

年
祭
活
動
を
進
め
た
い
、
と
の
思
い
か
ら
、
年

祭
活
動
１
年
目
に
バ
ス
団
参
を
実
施
す
る
方

針
と
な
り
、
そ
の
後
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
会
議
を
重

ね
て
企
画
立
案
さ
れ
、
こ
の
度
の
団
参
実
現
に

至
っ
た
。
今
回
は
参
加
者
の
便
宜
を
図
り
、
内

陸
と
沿
岸
に
大
型
バ
ス
を
配
車
し
た
。

　

24
日
午
後
、
内
陸
ル
ー
ト
の
バ
ス
は
教
務
支

「全教会おぢばがえり」実 施 報 告

懇　親　会

本部祭典後に揃っておつとめ（撮影：道友社）

深谷善太郎先生の記念講演

２台の大型バス

ひのきしん説明（撮影：道友社）

勇んだ心で回廊ひのきしん（撮影：道友社）


